
川崎都市計画メールマガジンのご案内

川崎市では、都市計画手続やまちづくりに関する意見交換などのお知ら

せについて、市ホームページをはじめ、市政だより、掲示物等でお知らせしてい

るほか、御希望される方に川崎都市計画メールマガジンを配信しています。

受付でお配りいたしました、『川崎都市計画素案説明会等のお知らせ』裏

面にメルマガ登録QRコードを掲載しておりますのでご覧ください。

メルマガ登録QRコード
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川崎都市計画素案説明会
（南渡田北地区）

日時：令和６年３月２６日（火）午後７時～午後８時３０分
場所：川崎市立臨港中学校体育館

１ 川崎都市計画 用途地域の変更
２ 川崎都市計画 地区計画の変更



説明の流れ 南渡田北地区
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１ 地区の概況

２ 都市計画素案

３ 今後の都市計画手続



１ 地区の概況
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（１） 周辺の状況
（２） 上位計画の位置付け
（３） 地区の現状



南渡田北地区
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（１）周辺の状況

北

南渡田北地区

JR鶴見線浜川崎駅

JR南武支線浜川崎駅



南渡田北地区
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（１）周辺の状況

北南幸町渡田線 鋼管通線

横浜羽田空港線

東京大師横浜線
川崎駅扇町線

南渡田北地区
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（２） 上位計画の位置付け

川崎市総合計画（第３期実施計画） （令和４年３月策定）

浜川崎駅周辺地区は、「川崎市総合計画」において、

大規模な土地利用転換を適切に誘導し、高度かつ最

先端の研究開発や価値の創出に資する機能転換を

図るなど、活力ある拠点の形成に向けたまちづくりを

推進する。

川崎市総合計画

・本市がめざす都市像やまちづくりの基本目標を

定めたもの

南渡田北地区



都市再開発の方針 （平成２９年３月策定）

南渡田北地区は、臨海部の産業の発展を

先導する研究開発・業務管理等の機能を

中心に、新産業拠点にふさわしい複合市

街地の形成と交通結節点としての機能の

強化をめざす。
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南渡田北地区（２） 上位計画の位置付け

都市再開発の方針

・市街地等の整備方針を示すもの。

・市街地の再開発を促進すべき地区を

「2号再開発促進地区」として指定し、

機能更新の推進を図る。

2号再開発促進地区

南渡田北地区



都市計画マスタープラン

・本市の都市計画に関する基本方針を示すもの

南渡田地区は、研究開発機能の集積を図り、オープ

ンイノベーションを促進する交流機能をはじめとした

産業支援関連機能や本格的な実験・実証のための

機能導入を進め、産業拠点にふさわしい複合市街地

の形成をめざす。

都市計画マスタープラン川崎区構想（令和３年８月策定）
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南渡田北地区（２） 上位計画の位置付け



南渡田地区拠点整備基本計画

・南渡田地区の拠点形成コンセプトや土地利用、

基盤整備の方向性等を示すもの

南渡田北地区は、

・拠点形成の核となる研究開発機能を中心とした集

積を図り、「マテリアル（素材）から世界を変える産業

拠点」として、拠点の顔となるにふさわしいまちづくり

を推進する。

・就業環境を向上させる生活支援機能や憩い・交流

機能、その他様々な産業支援機能などを複合的に導

入し、拠点全体の価値向上等につながる賑わいや魅

力の向上を図る。

南渡田地区拠点整備基本計画（令和４年８月策定）
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南渡田北地区（２） 上位計画の位置付け



（３） 地区の現状（用途地域等）
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南渡田北地区

北

南渡田北地区

用途地域

工業地域

容積率 200％

建蔽率 60％

高度地区

第４種高度地区

地区計画

南渡田北地区地区計画

（方針のみ）



２ 都市計画素案
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（１） 用途地域の変更
（２） 地区計画の変更
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２都市計画素案（概要） 南渡田北地区

工業地域 容積率 200％現行

産業拠点にふさわしい
土地利用の実現

地区計画を変更
基盤整備（道路、公園）や用途の制限、
容積率の最高限度、敷地面積の最低限
度など、建築物に関する制限を定める

研究開発機能の集積
土地の高度利用

用途地域（容積率）を変更
工業地域 容積率 300％



14

用途地域とは

都市計画法に定める根幹的な都市計画で、良好
な市街地環境の形成や都市における住居、商業、
工業などの土地利用の適正な配置による機能的な
都市活動の確保を目的としている。

用途地域ごとに建築できる建築物を制限

第一種低層住居専用地域 第二種低層住居専用地域
第一種中高層住居専用地域 第二種中高層住居専用地域
第一種住居地域 第二種住居地域
準住居地域 田園住居地域
近隣商業地域 商業地域
準工業地域 工業地域
工業専用地域

１３
種類

※市内に田園住居地域の指定はありません。

（１） 用途地域の変更 南渡田北地区
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工業地域
(容積率300％・建蔽率60％)

工業地域
(容積率200％・建蔽率60％)

→

２ぺージ

200

60
工 専

（１） 用途地域の変更 南渡田北地区

200

60
工業



地区計画制度

関係権利者の意向を踏まえ、地区の特性にあった
まちづくりを行うための制度

広域の土地利用を
調整・実現するもの 街区単位できめ細かな

市街地像を実現するもの

用途地域・都市施設

地区計画

16

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区



南渡田北地区地区計画
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地区計画の名称

地区計画の位置

地区計画の面積

川崎市川崎区
南渡田町、浅野町及び
鋼管通５丁目地内

約１２．５ｈａ

３ページ

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

９ページ
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地区計画の目標

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

３ページ

産業構造の変化による大規模な土地利用
転換、コンビナートのカーボンニュートラル
化、デジタル技術の進展など、川崎臨海
部を取り巻く環境は大きく変化。革新的な
マテリアルを生み出す研究開発機能の集
積による産業拠点の形成が求められてい
る。

南渡田地区における大規模な土地利用転
換の機会を捉え、国際競争力の強化等に
向けて、戦略的に研究開発機能等の誘導
を図るとともに、それらの機能を支える都
市基盤を整備し、次世代の川崎臨海部を
牽引する新産業拠点形成を推進する。
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土地利用の方針

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

３ページ

（１）A地区
研究開発機能を中心に、高度技術を
有する企業・研究人材の集積など
様々な産業支援機能を複合的に導入

A-1地区
土地の高度利用・有効利用による
研究開発機能及び交流機能の導入

A-2地区

A-1地区

A-3地区

９ページ
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土地利用の方針

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

３ページ

B地区

（２）B地区
国際的な研究開発拠点の実現に向け、
業務管理機能等の導入

９ページ



21

土地利用の方針

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

３ページ

C-1地区

C-2地区

９ページ

（３）C地区
A地区における高度技術を有する企業・人材

の集積に資する拠点としての魅力・価値向上

C-1地区
就業者のための居住機能

C-2地区
就業者等のための商業機能

などを中心とした生活利便機能の導入
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土地利用の方針

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

３ページ

（４）区域内で容積を適正に配分

Ａ－1地区：指定容積率より高い容積率
Ｃ－2地区：指定容積率より低い容積率

拠点全体の価値向上等につながる賑わいや
魅力にあふれる新産業拠点の形成を図る

C-2地区

A-1地区

９ページ
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(１) 地区内の交通を円滑に処理するとと
もに、安全・安心な歩行者空間を確保
し、駅や周辺市街地との回遊性や連続
性を生み出すため、区画道路を整備

(２)地区内における賑わいや憩い、地域交
流の促進、地域防災力の強化に資す
る公園を適正な位置に整備

（３）地区施設については、その機能が損
なわれないように適切に維持及び保全
を図る

地区施設の整備の方針

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

４ページ
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(１) 土地利用の方針に沿った建築物の整
備を誘導するため、建築物等の用途
の制限、建築物の容積率の最高限度
及び最低限度、敷地面積の最低限度
等の制限について必要な基準を定め
る

(２) 建築物の配置及びデザイン並びに敷
地内の計画的な緑化などの工夫により、
良好な景観形成に配慮する

（３）災害時における就業者や来街者の避
難が可能となるスペースの整備により、
防災機能の強化を図る

建築物等の整備の方針

４ページ

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区
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区画道路
幅員 13～17 ｍ
延長 約 530 ｍ

北

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

５ページ

地区施設の配置及び規模

９ページ

公園
面積 約3,300㎡



（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

A-1地区

工業地域で建築できる主な用途 地区計画制限

住宅 ×

住宅で事務所、店舗などを兼ねるもの ×

共同住宅 ×

事務所等 〇

工場 〇

店舗、飲食店等（10,000㎡以下） 〇（1,500㎡以下）

神社、寺院、教会等 〇

老人ホーム、福祉ホーム ×

公衆浴場 ×

老人福祉センター・児童厚生施設 ×

自動車教習所 ×

マージャン屋、ぱちんこ屋等 ×

畜舎 〇

カラオケボックス ×

倉庫業を営む倉庫 ×

用途の制限（A-1地区）

５ページ

26９ページ



（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

７ページ

用途の制限（C-1地区） 工業地域で建築できる主な用途 地区計画制限

住宅 ×

住宅で事務所、店舗などを兼ねるもの ×

共同住宅 〇

事務所等 〇

工場 〇

店舗、飲食店等（10,000㎡以下） 〇（500㎡以下）

神社、寺院、教会等 ×

老人ホーム、福祉ホーム ×

公衆浴場 ×

老人福祉センター・児童厚生施設 ×

自動車教習所 ×

マージャン屋、ぱちんこ屋等 ×

畜舎 ×

カラオケボックス ×

倉庫業を営む倉庫 ×

C-1地区

27９ページ



（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

28７ページ

用途の制限（C-２地区）

建築できる用途
・図書館、博物館
・保育所
・診療所
・店舗、飲食店
・自動車車庫
・事務所
・工場
・ボーリング場、スケート場、水泳場
・畜舎で床面積150㎡以内のもの
・倉庫（倉庫業を営むものを除く)
・危険物の貯蔵または処理に供するもの
・巡査派出所、公衆電話所

C-2地区

９ページ



（３） 地区計画の変更 南渡田北地区
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Ａ－１地区 A-２、 C-1地区 Ａ－３、B地区 C-2地区

400% ―（制限なし）
用途地域の容積率

300%が適用

―（制限なし）
用途地域の容積率

２00%が適用

100%

建築物の容積率の最高限度

５・７ページ ９ページ
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戸手４丁目北地区南渡田北地区（３） 地区計画の変更

（建築物の容積率の最高限度）

A-1地区 C-1地区 C-2地区A-2地区

（指定容積率）
▼200%

（指定容積率）
▼200%

（指定容積率）
▼200%

（指定容積率）
▼200%

～現在の容積率（イメージ）～
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戸手４丁目北地区南渡田北地区（３） 地区計画の変更

（建築物の容積率の最高限度）

A-1地区 C-1地区 C-2地区A-2地区

（指定容積率）
▼300%

（指定容積率）
▼300%

（指定容積率）
▼300%

（指定容積率）
▼300%

～容積適正配分前（用途地域変更後）（イメージ）～
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戸手４丁目北地区南渡田北地区（３） 地区計画の変更

（建築物の容積率の最高限度）

～容積適正配分後（イメージ）～
▼400%

▼300%
▼100%

A-1地区 C-1地区 C-2地区A-2地区

▼300%

－200％

※同じ床面積分
の容積を配分

＋100％
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戸手４丁目北地区

A-2地区

南渡田北地区（３） 地区計画の変更

５ページ

A-1地区 A-2地区、A-3地区、B地区
C-1地区、C-2地区

200％ ー（制限なし）

建築物の容積率の最低限度

９ページ
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戸手４丁目北地区南渡田北地区（３） 地区計画の変更

Ａ－１地区 A-２、A-３地区
B地区

C-1、C-2地区

2,500㎡ ー（制限なし） 1,000㎡

建築物の敷地面積の最低限度

９ページ
５・７ページ
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戸手４丁目北地区南渡田北地区（３） 地区計画の変更

壁面の位置の制限

Ａ-1地区、A-2地区
C-1地区、C-2地区

道路境界から 2ｍ

９ページ
６・８ページ
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（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

A-1、A-2地区
A-3、B地区

C-1地区 C-2地区

ー（制限なし） 30m 20m

建築物の高さの最高限度

20 m 

８ページ

９ページ



建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限
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○ 建築物等の外観の色彩
○ 屋外広告物
〇 照明
○ 緑

建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限

（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

６・８ページ



建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限

（３） 地区計画の変更

【建築物等の外観の色彩】

あざやかさを抑えた色彩

南渡田北地区

６・８ページ



建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限

【屋外広告物】

建築物の上部を利用する屋外広告物は、
設置しない。

【照明】

街なみに調和する照明計画をおこなう。
敷地内に暗がりをつくらないよう配慮
する。

【緑】

緑豊かなゆとりのある景観を形成する。
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（３） 地区計画の変更 南渡田北地区

６・８ページ



３ 今後の都市計画手続

40



都
市
計
画
変
更
の
告
示

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
案
の
縦
覧
【
２
週
間
】

今後の都市計画手続（全体の流れ）

地
区
計
画
の
条
例
化

都
市
計
画
原
案
の
縦
覧
【
２
週
間
】

公
述
意
見
の
要
旨
と

市
の
考
え
方
縦
覧
【
１
ヶ
月
間
】

公述申出書受付 公述の申し出があっ
た場合のみ開催

※1 地区計画区域内の土地の所有者等の方が、地区計画に関する事項の都市計画の原案に対して、意見書を提出できます。
※2 川崎市民及び利害関係人の方が、本案件に関する事項の都市計画の案に対して、意見書を提出できます。

※1

※2
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南渡田北地区

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

公
聴
会
（
令
和
６
年

４
月

27

日
）

素
案
縦
覧
（
令
和
６
年

３
月

27

日
～

令
和
６
年

４
月

10

日
）

素
案
説
明
会
（
令
和
６
年

３
月

26

日
）



縦覧場所
○まちづくり局計画部都市計画課
○川崎区役所、大師支所、田島支所

受付時間
平日 午前８時３０分～午後５時

縦覧期間

令和６年３月２７日（水）～
令和６年４月１０日（水）

今後の都市計画手続（素案縦覧）

縦覧期間中、「都市計画素案」を市ホームページに掲載します。
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南渡田北地区

① ② ③

受付時間
平日 午前９時３０分～午後７時
土日・祝日 午前９時３０分～午後５時

○川崎図書館

素
案
説
明
会
（
令
和
６
年

３
月

26

日
）

素
案
縦
覧
（
令
和
６
年

３
月

27

日
～

令
和
６
年

４
月

10

日
）

公
聴
会
（
令
和
６
年

４
月

27

日
）



小杉町３丁目東地区

申出期間

令和６年３月２７日（水）～
令和６年４月１０日（水）

今後の都市計画手続（公述の申し出）

申出方法

○書面での提出

・公述申出書を都市計画課へ郵送又は持参
・公述申出書の書式は自由

（氏名、住所、意見の要旨を記載）
・参考書式は縦覧場所又は本市ホームページで

○電子申請

・本市ホームページから申請
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公述申し出ができるのは、川崎市民又は
利害関係人の方

① ② ③

素
案
縦
覧
（
令
和
６
年

３
月

27
日
～

令
和
６
年

４
月

10

日
）

素
案
説
明
会
（
令
和
６
年

３
月

26

日
）

公
聴
会
（
令
和
６
年

４
月

27

日
）



小杉町３丁目東地区今後の都市計画手続（公聴会）
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公述の申し出があった場合のみ開催

公聴会

日時：
令和６年４月２７日（土）

午前１０時～
場所：

臨港中学校体育館

・申出多数の場合抽選（定員１０名）
・公述はおひとり１５分以内
・開催しない場合は4月18日(木)頃までに

本市ホームページ及び縦覧場所に掲示

公
聴
会
（
令
和
６
年

４
月

27

日
）

素
案
縦
覧
（
令
和
６
年

３
月

27
日
～

令
和
６
年

４
月

10

日
）

素
案
説
明
会
（
令
和
６
年

３
月

26

日
）

① ② ③



今後の都市計画手続
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